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活動報告

　　　　「薬学生のための体験学習プログラム」の実践

　 　 　 　 　 ～ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ・介 護 福 祉 を 理 解 す る た め に ～
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は じめに

　6年 制薬学部がスター トして2年 が経ち、全国の

薬科大学においても様々な ヒューマニティ教育が

実践 されている。その中で、平成18年 度 文部科学

省地域医療等社会的ニーズに対応 した質の高い医

療人養成推進プログラム(医 療人GP)に 採択され

た共立薬科大学の取組 「薬学生の実践型教養教育推

進システムの構築:臨 床能力向上へのヒューマニ

ティ ・コミュニケーシ ョン教育の実質化」は順調に

事業を推進 してお り、平成20年 度には3年 目を迎

えて、段階的なヒューマニズム醸成のための教育プ

ログラムがさらに展開される予定である。この取組

の一つの柱である体験学習プログラムでは、机上の

理論だけでは習得が困難な ヒューマニズムに関連

した知識 ・態度を、学生が実体験を通 して学ぶ点が

重要であ り、初年度から行われている医療系学生合

同交流セミナーに加えて、平成19年 度には、新た

な体験学習プログラムが自由単位 として開講 され

た。今年度の4プ ログラムの うち、「薬学生のため

の体験学習プログラムーリハ ビリテーション・介護

福祉を理解す るために」は、学生 自身が、リハビリ

テー シ ョン現場での体験 を通 して、将来、薬剤師 と

して必 要 な資 質 を向上 させ るこ とを 目的 としてい

る(図1)。 以 下では、初年度 の活動の記録 を 目的

と し、体験学習プ ログラムの内容 を、参加学生 の意

識 変化 を含 めて報告す る。

参1川 占'〔・'そ、III儲':1　1;";1;集

薬 学 生 の た め の体 験 学雷 プ ロ グ ラム
ー リハ ビ ■」テー シ ョン ・介瞳 福 祉 を

理 解 す る た め に一

董学朝11#生 宙封象とLた日由判目[05堪出 とLτ.
リハビリ〒一シヨンに陽すをフロヴラム壬聞講します.
フロヴラムe=ヒ悔i:、■田1二1」1、ピ1」テーシコン告f〒,一〔
い6fi院t曲 蛛馳芋留です1,毘非,加Lて くtiさL　I,,

　 　 　 　 ■=皿匡据中偏昼}
　 り凸ビ1'子一ションo昌 畳

毒粗 直 騨軒
耳畢人監　】o告裡屋

畳腸捏暗望すdi学1E■ 、11月二〒自[Scmて に1陪珊課へ

申」込んCCtl-L㌔

面い書わせ壷　 茎碇躯 芋凶理 ヨ引llさと子

　 　 　 　 1:陪幽11h臼梱 一呂唖 抑or忙5睦帥 自己」P:1

一昌」'「`IT●'甲覗.邑':ie'一" .1'='"■"直順'.巨1覧い"一・
,「噛'・II・'甲1… 一・1・'〒・Tユ・・≒,噌一 師 嗣岨　 ・曲 ・-E .　 一国 辱,「　 哩【 一・・一「.

図1　 体験学習プログラムの参加者募集ポスター
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　 105-8512東 京 都 港 区芝 公 園1-5-30

　Phone&Fax:

　E-mail:

1.プ ログ ラム概 要

　 「リハ ビ リテー シ ョン」とい う言葉 を聞い たこ と

は あって も、そ の定義 を正確 に説 明す るこ とは、薬

学生だ けで はな く、誰 に とって も難 しい のではない

だ ろ うか。教育的見地か ら考 える と、予備知識 がな
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い ま ま体 験 学習 を行 うこ とも一 つ の選 択 肢 で は

あった。 しか し、事前講義が必要で ある と考 え、首

都 大学東京 健康福 祉学 部 作業 療法学科 の大 嶋伸

雄先 生に依 頼 し、 「リハ ビリテー シ ョンと薬 学」 に

ついての集 中講義 を平成19年12月18日 に開講 し

た。この講 義には、専門病院での体験学習 には参加

できない学生 も出席 し、 「リハ ビリテーシ ョン」の

言葉 の定義 、リハ ビ リテーシ ョンの考 え方、リハ ビ

リテー シ ョンの分類(医 学的、教育的、職 業的、社

会 的)、 リハ ビ リテー シ ョンに関与す る医療 従事者

の業務 内容 な どにっいて の基本 的な知識 を学んだ。

これ までは、 リハ ビ リテー シ ョンスタ ッフ と して、

理 学療 法士(PT)と 作業療法士(OT)な どの職 種

があ ることはわかっていて も、その 区別 を説 明す る

ことはで きなか った と思 われ る。講義 を拝聴 して、

PTとOTは 根 本的に患者への関わ り方や手段が異

なる ことや 、急性期 の リハ ビ リテーシ ョンには理学

療法 士が主体 とな り、地域や職 業復 帰 には作業療法

士が主体 とな る、その他 様々なス タッフが必要 に応

じて 関与 す る とい うリハ ビ リテー シ ョンの大 まか

な流れ を理解す る ことができた。リハ ビ リテー シ ョ

ンにおけ る作業療法 士の活躍 の場 は、病院内だ けで

はな く地域(在 宅)も 多 く、その際 には、患者か ら

薬剤 について相 談 され る こともあ るとの こと。在宅

ケアにお ける薬剤師の よ りいっそ うの活躍 を心 か ら

期待 されていることが十分 に伝わる講義 となった。

　基本 的な知識 を確認 した後 、平成20年2,月13日

～15日 にか けて、山梨 県笛吹市 にあ る医療法人 銀

門会 甲州 リハ ビ リテーシ ョン病 院(東 博彦理事長、

鷹野 昭士院長)で の体験 学習を実施 した。参加 学生

は10名 。午後 か ら開始 となった1日 目はオ リエ ン

テーシ ョンを兼 ねて、鷹 野院長 よ り 「リハ ビ リテー

シ ョン とは何 か」についての講話 をいただいた。こ

の中で、リハ ビ リテーシ ョンとは 目標指 向的、かっ

時間を限定 した課程 であ る、との説 明があ り、その

定義 につ いて も時代 に沿 って変遷 してい る との こ

とであった。医療者 は決 してあ きらめ ることはせず、

患者 に信頼 と希 望を与え ること、医学は万全で はな

く医療者側 も万全 を尽 くす こ とを告 げ るの も大 切

であ る と強調 されてい た。そ の後、3グ ルー プに

分 かれ、2,3日 目は朝8:20か ら17:30ま で3病 棟
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での体験実習が行われた。詳細については後述す

る。

2.甲 州 リハ ビリテー シ ョン病 院

　 山梨県は、人 口10万 人対 回復期 リハ ビリ病床数

が全 国第2位 で あ り、8病 院 あ る リハ ビリ専門病

院 の うち、6病 院 が南アル プス な どの 山々に囲 ま

れ た 甲府 盆地 に ある石 和温泉 とい う、療養 には こ

の上 ない環境 に位 置 して い る。今 回の体験 実習先

で あ る 甲州 リハ ビ リテ ー シ ョン病 院(図2、

http://www.krg.ne　.jp/rehabili/)は、山梨県笛吹市石和

町 にあ る甲州 リハ ビ リテー シ ョングル ー プの基幹

病院で ある。回復期 リハ ビ リテーシ ョン病棟 に135

床 、一般病棟 に51床 、合 計186床 がある リハ ビリ

テー シ ョン専門病院で あ り、ll4名 の看護部 、73名

の リハ ビ リテー シ ョン部 を含 む総勢225名 の職員

が これ を支 えてい る。2008年1月 には全 国22番 目

の リハ ビ リテ ー シ ョン付加 機 能 評 価 認 定病 院 と

な った。これまでに医学生、看護学生 、リハ ビリ関

係 の学 生 な どの実習受 け入れ の実績 は あった もの

の、薬学部 の学生 を受 け入れ るのは初 めて とあって、

病院側 で も将 来薬剤 師 とな る学生 に どの よ うな こ

とを学んで ほ しいのか について、かな り考 えていた

だいた。1年 前 よ り下打 ち合わせ を始 めたが、直前

の打 ち合 わせ の際には、 「薬剤 師 として、薬局 で薬

を患者 さん にお渡 しす ることは あって も、患者 さん

が 自宅 で薬 を飲 む ところを実際 に見 るこ とはな か

なかない と思います。学生 さん には、薬 を飲む こ と

図2　 甲州リハビリテーシ ョン病院外観



自体 が大変 な人 がい る、その人に対 して どの よ うに

した ら、きちん と薬 を飲 んで もらえるか、間違いな

く薬 を飲 ませ るには どの よ うな工夫 が必 要か、な ど

について考 えるきっか けになってほ しい。」 との コ

メン トをいただき、病院全体で薬学生であ ることを

意識 した実習 内容 を組 み立て ていた だけ る と期 待

しての実習 となった。

3.リ ハ ビリテー シ ョン現 場 にお け る体 験学 習 の

　 実 践

　本 プ ログラムは2泊3日 にわたって行 われ 、3つ

の病棟 において、主に看護 師の方々の指導の もとで

の体験 学習 となった。朝8:30か らのナースステー

シ ョンで の昼夜勤 担 当者 間に よ る申 し送 り、8:45

か らの理学療法士(PT)、 作業療法士(OT)、 言語

聴覚 士(ST)と の打合会 に参加 した後 、患者 の方々

の生活 を見学 した り、疑似 体験 を行 った り、あ るい

は、1名 の患者 さんに付 き添 って、一緒に行 動 した

り、 とい う内容 であ る。

　疑似 体験 の一環 として、片麻痺の患者 をベ ッ ドか

ら車椅子 に動 かす 、 とい うこ とを想定 し、2名1組

で患者役 と介助役 に分 かれて トランスフ ァー の練

習 を行 った。患者役 にな ると装具 を使 って片手 を固

定す るわけであるが、ベ ッ ドか ら起 き上が る際 には

ど うして も動 か しそ うになる、とい う学生の声が聞

こえてきた。それ に対 して、看護 師か らは、 「実際

に患者 さん もそ う。ちょっ と前は普通 に動いていた

か ら、同 じよ うに動 かそ うとす るの。で も実際 には

動 かないか ら体のバ ランスを崩 して しま うの よ。」

とい う説 明があ り、皆で納得 した様子だ った。また、

片 麻痺 が左 右 の どち らで起 こってい るのか に よっ

て、ベ ッ ドの向きや車椅 子の位 置 を動か さな ければ

な らない ことや 、少 しで も協力 して もらえる患者の

場合 は、介助側 も非 常に楽であ ることを学んだ。ま

た、ス トレッチ ャーに よる搬 送について も体験 した。

実際に一人 一人 がス トレッチャーに横 にな り、天井

を見上 げた状態 で、自分の意志 とは関係 な く動か さ

れ るのが、どんな気 持 ちなのか。動か され る方 向に

よって、その感 覚は違 うのか、動かす時には どんな

ことに注意すれ ば良いのか、な どにっいて、学生た

ちは実体験 し、理解 で きた と思 う。これ らの疑似体

活動報告

験 に関 して は、病院 と本人 の承諾 のも とで、ビデオ

撮影 を行 った。その 目的 は、今 回参加 できなかった

学生 に、少 しで も体験学習 の状況や体験 した学生 の

気持 ちを伝 える こと、次回参加 を希望す る学生 が、

あ らか じめ実習の様子 を知 るこ と、な どで ある。ま

た、今回の ビデオの 内容 を素材 として、患者 の気持

ちを理解 して行動す るには、どのよ うに した ら良い

か、な どの教材 にも応用 したい と考 えてい る。

　 学生 がお世話 に なった病棟 は、 回復 期 リハ ビ リ

テー シ ョン病棟(脳 」血管疾 患、運動器)お よび一般

病棟 で あるが、どの病棟 にも嚥 下障害 をもつ患者 が

入院 してい る。そ のよ うな患者 の食事介護 の際には、

OTとSTが 協力 してい たこ とも、学生 の想像 とは

異な った点で ある。多 くの場合 、病室ではな く、ナー

ス ステー シ ョン前 にあ るスペ ース で数 人ず つ一緒

に食 事 をす る場 面を見学 させ ていただ き、実際 に、

食 事 の時 間に家族 の方 が患者 に食べ させ る練 習 を

してい る横 にはSTの 方 が付 き添い、の どに手 を触

れなが ら、 「飲み込 んでい るか ら大丈夫」 とい う説

明 をす るシー ンも見 られ た。 これ は患者 が 自宅 に

戻 った際 に安 心 して家 族 が介護 で き るこ とにつ な

が ることを学生た ちは学んだ と思 う。また、自分 で

は食 事がで きない患者 には経管栄養が施 され、そ の

準備 について も説明 を受 けていた。経管栄養剤 を実

際 に飲ませて も らった学生 もお り、看護師 の方 か ら

「普通 に食べ られ る とい うこ とが、どれ だけ幸せ か、

わか るよね?」 と問いか け られていた。

　 患者 さん と同 じ目線でお しゃべ りを した り(図3)、

一

`
如盈

図3　 患者の目線で一緒に話を聴 く
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あや と りを した り、食 事の介護 を行 った り、とい う

体験 は、コ ミュニケーシ ョンの大切 さを学ぶ機 会 と

もなった。 ほぼ2日 間同 じ病棟 にいた こともあ り、

実習終 了後 に 「明 日、あの患者 さん に、何の話 をし

てあげ よ う」と積極 的 に考 えてい る学生の姿 を見て、

非 常に心強 く感 じた。病棟 内では、どの患者 も、学

生や病棟 ス タ ッフ との対 話 中は生 き生 き とした表

情 を見せ ていたが、時には、自分 自身が体 を うま く

動 かせ ない こ とに 自信 をな くして しまった患者 に

対 して、看護 師の方 が、具体的な 目標 を再確認 しな

が ら根気 よく励 ます 姿を学 生が見 る、とい うシー ン

もあった。よく話 を聴 いてい ると思っていた患者 さ

んが、実は全 く話の内容 を理解 していない こ とがあ

る、とい う経験 を した学生 もいた。いずれに して も、

当た り前 の ことか もしれ ないが、この病 院では、誰

に対 して も、廊 下でのす れ違 い時、顔 を合わせた時

な ど、必ず 明る く挨拶 をす る習慣 がある。また、ほ

とん どの病 室は ドアが開放 され てお り、通 りがか り

のスタ ッフが常に声 かけを してい る。病院全体で明

るい コ ミュニ ケー シ ョン を大切 に してい るこ とを

学生 たちは気づ いただろ う。

　実習 終了時には、反省会 が行 われ た。今回 は、医

療人GP補 助金 で購入 したノ・一一一・トPCを あ らか じめ

実習先 に送付 してお き、実習 の休憩 時間や宿泊先 な

どで、グループ ご とに話 し合 ってパ ワー ポイ ン ト資

料 を作成 した。1,2年 でのプ レゼ ンテーシ ョン ・

ヒューマニズム ・生命倫理 にお いてパ ワー ポイ ン ト

のス ライ ドを作成す ることには慣 れてい るた めか、

始 めは 「ど うしよ う…」と言 っていた学生 も、最後

に は率 先 してス ライ ドの修正 を行 ってい た よ うで

あ る。逆 に時間が少 ない と思 ったか も しれ ない。そ

れで も、各病棟 の特徴や 、実習 内容 、感想 な どを簡

潔 にま とめて、鷹野 院長 、看護 部長、薬剤科主任 、

病棟 での実習担 当の看護 師の前で発表 した(図4)。

中には、 「改善 できそ うな こと」 とい うス ライ ドを

作 り、自分たちな りに 「患者 さんのために、こ うし

た ら良いのでは」を一生懸命考 えたグルー プもあっ

た。本 人たち も 「実 際には無理 か もしれ ないが」 と

断 った上で発表 してお り、も しか した ら、失礼 にあ

た る内容 もあったか も しれないが、学生 が 自ら考 え

出 した一つ の意見 と言 うこ とでお許 し頂 きたい と

思 う。

　初 日のオ リエ ンテー シ ョン時 に、鷹 野 院長 か ら

「何で も質問 して くだ さい。恥ず か しい答 え とい う

{本験 内 容(2日 目)

噛申L遣 り曇加

幽ベッドから車椅子へのトランスフプー体襲

・歯磨音見字

■転院のお見送り

■お風呂・1」ハビリ部門見学

●胃ろうo患 舌吉んの栄彊食見孕

■i嚢の管理について

・点滴

糎ストレッ千・㌣一伸駅

■思者さんとのお話L

　 　 リハ ビ リ〒 一 シ ョン に つ い て

・リハビリ研修前のイメージ

歩行訓紳

若年陶壮年層 が多い

身体障害力{主

失つた櫨能を回窪させる
・実際体験してみて 一一

嚥下障害が多L、

老年層が多い

脳障害の佳遺症や症状が多い

失った椴能の代わりに残った椴能で補う

安全に対する管理体制

國ケアカンファレンス{CC)で の情輻共有

・患者さんの自立度に合わせた

　 　 　 　 　 部屋割り・食事場所

・マット弍ナースコールなどの器具の工夫

・離院・離椋のリスケ軽減 の工夫

.薬 の管理におけるダプルヂェックの徹底

・確実に薬を飴んでもらう為の工夫

.薬 の自己管理を目指しての工夫

どんなことに驚いたか

・乾踏防止藁が予想Lて いたよりも$くとられていた

・トイレが右翻に障害がある憩者さ藷用と左側に障宮

がある癌L者さま用に分かれ ていた

・リハビリ計画 血{排有な職種の方なによ「て倉 密に

立てられてい畳
・O〒や町が思者さまと会話しながらリハビリしていた

・リハビリと葉の関係性が具体的に見られた

・軽管栄養の感者さまに葉を投与する工央{臨 揚瞳

濁法〕が行われていた

図4　 学生の発表内容(抜 粋)
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のはあ りますが、恥ずか しい質 問な どないのです。

質 問す るのは学生 の特権 です。」 と言 われ た ことも

影響 してか、実習 中、多 くの質問 をス タッフに投げ

かけていた。多忙 の中で、どんな質問 に対 して も非

常に熱 心に答 えていただいた ことに、学生は皆、驚

き と感謝 の気持 ちで一杯 だった よ うであ る。反省 会

の終 わ りには、病棟 の担 当看護 師の方か らの 「皆 さ

ん熱 心で、こち らが普段 気づかない ことも、どん ど

ん質 問 して くれて驚 きま した。 また、その ことで、

私達 も気づ くことがあ りま した。これか らも頑張っ

て くだ さい。」 とい うお褒 め と励 ま しの言葉 をいた

だき、引率教員 として 「積極性の欠如」を心配 して

いた ことは杞憂 に終 わった よ うであ る。

4.参 加学 生 の意識 の 変化

実習初 日のオ リエ ンテーシ ョン後 、参加 学生 に対

して 「なぜ 参加 しよ うと思 ったのか」 「今 回の実習

では何 を学びたいか」とい う問いか けを行 った。そ

の 目的 は、実習 開始 時に 自分 自身 で考 えて実習期 間

での 目標 を意識す ることで、短 い実習期 間を有意義

に過 ご して も らうこ とにあった。その結果 、表1(1)

～(2)の よ うに、 「リハ ビリテー シ ョン」 が漠然 とし

た知識で あ り、それ を知 りたい、とい う参加理 由が

多い と感 じられた。学びたい 内容 について は、鷹野

院長の講話の後だ ったた めか、漠然 とした ものか ら、

非常 に具体的な事柄までが挙 げ られた。

　 最終 日の反省会終 了後 には、 「今回の実習 で何 を

学んだか」 「想像 とは違 った ことは あるか」 「今後 、

自分 にとって、どの よ うに活か され る と思 うか」と

い う質問 に答 えて も らった。そ の結果、多 くの学生

が コ ミュニケー シ ョンの重要性、チー ム医療 の役割

を肌 で感 じた よ うで ある(表1(3)～(5))。 また、図

4の ス ライ ドにもあ るよ うに、 も とも と持 ってい

た リハ ビ リテー シ ョンのイ メージが かな り変わ っ

表1参 加学生へのアンケー ト結果

(1)参 加 した理由

　　　　薬学部に入って、将来医療に関わる仕事をしたとき、リハビリテーシ ョンとの関わ りがあると思ったか ら。

　　　　リハビリテーションや福祉について考え、体験したいと思ったから。

　　　 祖父母 と暮 らしていて 「老い」を感 じ、リハビリで機能回復をする様子を見てみたかったから。

　　　　リハ ビリ専門病院で、どのようなことが行われているのかを見てみたかった。

　　　　身内に障害者がいるが、今 とは違 う視点で障害とい うものを見てみたい。

　　　　障害のある方の社会復帰などを学びたいと思ったから。

　　　　服薬に際して、患者が困難に思 うことを知ったり、その対応策などを考えたりする良い機会だと思ったから。

　　　　リハビリテーシ ョン専門の病院があることも知 らなかったので、 どんなことをやっているのか見に行きた

　　　　いと思ったから。

(2)何 を知 りたい、学びたいか
　　　　リハビリでは、どんなことをするのか。

　　　　リハビリを通して、どのように機能が回復するか。

　　　　実際の病院の現場で、しかも障害のある人が、どんな風に薬を飲んでいるのか。

　　　　調剤 された薬がどこで、どう使われているか。

　　　　病院で、患者 さんがどんな生活を送っているのか、スタッフがどんな風に接 しているのか。

　　　　実際に障害を持つと、どんなところで苦労するのか、どんな点が理解 されていないと感 じるのか。

　　　　リハビリで回復 していくときの患者の気持ちなどを知 りたい。

　　　　体が不自由な人がどうやって生活 しているのか知 りたい。

　　　　どんなことを考えながらリハビリをして、入院しているのか聞いてみたい。

　　　　薬 と患者 さんの状態について見て、考えたい。それが リハ ビリにどのように影響 し、どのような改善が必

　　　　要かとい うことにもつなげていきたい。

　　　　リハビリの効率や患者 さんのやる気 と、投薬、服薬の関連を調べる。

　　　　介護老人保健施設で実習したことがあるが、施設によって違いがあるのかを観察したい。

　　　　将来介護をすると思 うので、実際介護にふれてみたい。

　　　　リハビリテーションのことや、チームでのケア、薬の管理などを学びたい。

　　　　チーム医療の機能や長所を実際に見学したい。

　　　　嚥下と言語障害がどう関わっているか。
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表1(続 き)

(3)何 を学んだか

　　　　患者 さんとスタッフの問には強い信頼関係が築かれていた。

　　　　患者 さんの調子を精神状態も含めて、ひ とりひ とり声をかけなが ら把握 している姿を見て、声かけの重要

　　　　性を学んだ。 コミュニケーションの大切 さを学んだ。

　　　　スタッフが明るく、患者 さんにとても丁寧に対応 していたので、心配 り、気遣いの重要性を感 じた。 この

　　　　気遣いが患者 さんのリハビリ治療を支えているのだと学ぶことができた。

　　　　医師、看護師、PT、　OT、　STな ど、様々な専門職が一体 となって連携 して、患者 さんに接 しているチーム

　　　　医療を学んだ。チーム医療の長所、機能、重要性がわかった。

　　　　リハビリをしている人達の気持ちが、不安だけでなく、逆に毎 日発展があって楽 しいこともある、という

　　　　ことがわかった。

　　　　自分のすべきことを、確実に行 うことが重要であること。

　　　　障害があることによる苦労は、想像だけでは分からないことを学んだ。

　　　　危険回避のために、何 もなかったら不便 と思 うような工夫もたくさんしてあることがわかった。

　　　　車椅子だと少 し移動するだけでも、すごく大変だった。片麻痺だ と、車椅子に乗るのは非常に困難で、そ

　　　　のためにもリハビリが必要だとい うことがわかった。

　　　　安全管理 と自立支援が基本であるとい うこと。

　　　　食事の形態が、障害によって人それぞれ異なっていたこと。

　　　　簡易懸濁法で、障害がある人がスムーズに服用できるように工夫されていたこと。

　　　　歯磨き、入浴、食事など、直接医療行為にあたらないことが、患者さんの体調に、薬よりも効果があること。

　　　　薬剤部にある薬の種類が、総合病院とは異なること。

(4)想 像と違っていたことはあるか

　　　　普通の病院のような雰囲気だと想像 していたが、みんなで食事をしたり、できることはなるべ くやっても

　　　　らった りするなど、かな り違った。

　　　　朝早くから起きていて、寝たき りの人以外は、みんな病室の外に出ていること。

　　　　食事はベ ッドで食べると思っていた。

　　　　リハビリをしている人達が、苦痛だけではなく、明るい気持ちで挑戦していること。

　　　　もっと暗くて汚いかと思った。職員 もみんな明るかった。

　　　　病棟に薬剤師がいなかった。

　　　　薬剤師は、直接でなくても、常にチーム医療に係わっていること。

　　　　脳疾患の患者 さんのリハビリが多いこと。

　　　　患者同士の会話が少なかった。あま り意志を持たずに リハビリをしているように見えた。

　　　　患者の表情や感性がよくわからなかった。

　　　　目線を常に合わせていること。

　　　　コミュニケーションを本当に密にとっていること。

　　　　安全管理が想像以上にしっか りしてあった。

(5)ど んなことが、今後、 自分にとって どのように活かせる(役 に立つ)と 思 うか

　　　　薬に関して以外に、患者 さんと直接接することで、身体に不 自由を抱えたお年寄 りとどう接 していけばよ

　　　　いか、どう声をかけていこうかといったことを考え、実践することができ、今後に非常に役に立つと思 う。

　　　　チーム医療の一員にな り、医療従事者として常に責任 と自覚をもっている薬剤師になれるよう、今後 も取

　　　　 り組んで行きたいと思 うようになった。

　　　　コミュニケーションを大切にしていきたい。

　　　　医療の現場で、薬剤師がどのように係わっているかがわかった。病院薬剤師のイメージがわかった。

　　　　患者 さんとの接 し方、大変さをわかろ うとすること、薬を飲むときの工夫などが役に立てられると思 う。

　　　　質問ができ、基本的な知識量が増えたこと。

　　　　イメージはわかないが、障害をもつ人に接する際に、気持ちに余裕ができると思 う。相手のことを思いやっ

　　　　た結果取る行動を貫くことで良いと感 じた。

　　　　す ぐに役立たないかもしれないが、身近な人が リハビリを行 うことになったとき役立つかもしれない。今

　　　　回の姿勢を忘れたくない。

48 J　Kyoritsu　 Univ　 Pharm　 2008.3　 Vol.4



た とい う意 見 もあった。 「リハ ビリ=交 通事故な ど

で失 われ た四肢 の機 能が回復す るよ うに理 学療 法」

を行 うとい う印象が あった学生 も、 「機 能 を回復す

るのではな く、そ の機能 を補 う訓練 をす る」 「嚥下

障害のための リハ ビリもある」とい う実際の現場 を

見る ことができて、大 きな衝 撃 を受 けた よ うで ある。

表1は 、実習先 で記入 して もらったア ンケー ト結果

であ るが、教員側 が期 待 してい た以上 の感 想 、意

見が書 かれてい る。実習 終 了後 に提 出す る学生 の

レポー トでは、 もっ と色 々な意見 が出て くる と思

うが、それ について は平成19年 度SGL委 員 会報告

書 で報告す る。

5.リ ハ ビリテーシ ョンと薬剤師

　事前打ち合わせの際に、あらかじめ 「薬局で調剤

していても、患者 さんが薬を飲む瞬間を見届けるこ

とはなかなかないでしょうから、是非そのような場

面から、様々なことを学んでほしい」と病院側から

伝えられていた。実際の現場では、スタッフの方か

ら、障害をもっ患者 さんが、薬を間違いなく飲むの

に、どんな工夫が必要か、どんな薬は飲みにくいの

か、など、細かな説明を受け、今後薬剤師として働

く時に必要な心構えを知 ることができた。また、ス

ケジュールの中で薬剤科の見学 も行われた(図5)。

1,2年 生にとって、早期体験学習の病院見学以来の

経験 となり、錠剤の個別分包機を積極的に利用 した
一包化調剤により患者の利便1生

、服薬の確実性を保

つこと、半錠単位の処方箋があること、簡易懸濁法

に合わせた薬剤の選定が必要であること、経管栄養

・▼

図5　 薬剤部での実習風景
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の患者に対する薬剤の投与方法、臨時薬 と定時薬の

重複 に気をつけなければいけないこと、など、見学

といっても、現場での工夫 とその目的について非常

に具体的に知ることができ、全ての学生が今後の学

習に対するモチベーシ ョンが上がったのではない

だろうか。少人数の学生に対して、薬剤科での説明、

見学、質疑応答に約2時 間もの時間をかけてくだ

さったため、学生側からも調剤の基本から病棟 との

連携方法まで、色々な質問が出されていた。リハ ビ

リテーショングループの調剤関連業務 を一手に引

き受けて非常にお忙 しい中、一つ一つに丁寧に対応

していただいた功刀薬剤科主任に御礼申し上げる。

印象的であったのは、「患者 さんは薬剤師を待って

いるんです」、「薬を調剤す る、のはあたりまえです。

薬剤師は、患者 さんはその薬をきちんと飲んでいる

か、まで考える必要があ ります」という言葉であり、

学生たちの心に染み入ったのではないだろうか。

　今回の体験実習では、リハ ビリテーション専門病

院においての薬剤師 として、服薬支援が必要な障害

について知ることも必要であることを理解す るこ

とができた と思 う。単なる運動障害だけではなく、

脊髄損傷、視力障害、高次脳障害、嚥下障害など、

様々な障害をもつ患者さんに対 して、個別に対応す

る必要があるだけではな く、そのために利用できる

薬剤の選定、医師、看護師、リハ ビリスタッフとの

連携など、薬剤師が様々な能力を発揮 している現場

を目の当た りにして、薬学部の学生 として何を学ば

なければな らないか、について改めて認識 した学生

もいると思 う。甲州 リハ ビリテーション病院の薬剤

科には5名 の薬剤師が勤務 しているが、病棟に常駐

するまでは至っていない。この点は、学生にとって

は意外だったようであるが、理想 と現実の狭間の中

で最大限に工夫 していること、各病棟の薬剤カー ト

への処方薬のセッ トは薬剤師の業務であること、そ

の後、現場では看護師がさらに内容を二重にチェッ

クしていることなど、実際の状況を知ることは、今

後自分たちが どんな薬剤師とな りたいのか、につい

て考えるきっかけになったと思 う。さらに、各病棟

に対す る薬剤情報の提供が頻繁に行われているこ

と、個々の患者 さんの持参薬についての情報が薬剤

科でまとめて管理されていることな ど、薬剤情報に

関 して薬剤師が積極的に関与 し、病院全体でも薬剤
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師存在 の必 要性 を理解 してい ることが理解 でき、一

人一人 が 「薬剤師 の使命」を体感 し、考 えることに

っながった と信 じている。

おわ りに

　今 回の実習 では、朝の 申 し送 りか ら各病棟 に分か

れ て参加 させ ていただき、様 々な職 種のス タッフが、

一人一人 の患者個人 に対 して
、い ろい ろな情報 をま

とめ上 げなが ら個 々の専門能力 を発揮す る、チーム

医療 の真髄 を垣 間見 ることができた。薬剤 科だ けで

はな く、病棟 の 中で実習生 として患者 さん に接す る

機会 が得 られ た ことは、今後薬剤 師 を 目指 して知識

を積 み上げてい く過程 において、何 ものに も代 えら

れ ない財産 になった と思 う。

　 チー ム医療 の なかで薬剤 師 として の専門性 を発

揮 し、あらゆ る人の健康に対 して関与 してい くこと

が、薬剤 師の使命 なのではないか、と私 自身 も感 じ

た3日 間であった。鷹野院長 には、初 日に 「想 像で

はな く実践 で見る ことで、これか らの勉 強 に役立て

て くだ さい」とエール を送 っていただき、また、自

分 の専門だけではな く、その他の学問で人間性の幅

を広 げる ことの大切 さを語 りかけていただいた。ま

た、最 終 日にお話 しいた だい た、 「どんな職 業で も

エラー は必ず起 こ ります。しか し、私た ちの職 業の

場合 は、患者 に致命 的な こともあ ります。それだ け

生命 に直 結 してい る重大 な仕事 を してい る とい う

ことを、 しっか りと自覚 して ほ しい と思います。」

「日々の中で細 心の注意 を払 って も、ヒューマ ンエ

ラーは起 こって しまいます。しか し、集 中 して起 こ

さない よ うに しなけれ ばな りませ ん。」「も しエ ラー

が起 こった ときは素直 に明 らかに しなけれ ばな り

ませ ん。」「一度 患者 に投与 した薬は絶対に取 り戻せ

ないのです 。」 とい う言葉 には、薬剤 師だ けで はな

く医療従事者 の使命感 が集約 され てい る。これ らの

言葉 は、参加 した学生の心に、いつまで も刻 み込ま

れ 、自分 の知識 ・技術 は誰のた めにあるのか、につ

いて も常に意識 しなが らいてほ しい と思 う。

　参加 学生 の中には、すで にボ ランテ ィア と して老

人介護施設 に行 った ことのあ る学生 もいた。しか し、

実習 の場 が病棟 であった こと、患者 の毎 日の生活が
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主 に看護 師 によって支 え られてい ること、非 常に多

くの リハ ビ リス タッフ、特にSTが 協力 し合 って参

加 してい るこ と、な どが大 き く異 なっていた と思 う。

専 門病 院 での体験学 習は貴重 な機会 で ある ことを

理解 して、今回 の経験 を、参加 していない少 しでも

多 くの学生 に伝 えて ほ しい。誰 かか ら質 問 され た ら、

自分の分か る限 り応 えて ほ しい。ヒューマニテ ィ ・

コ ミュニケー シ ョン教育の第一歩 は、学生 の気づ き

で あると思 うが、この体験実習で、学生 は多 くのこ

とに改 めて気づいた と確 信 し、彼 らの今後 の成長 に

期待 してい る。

　 甲州 リハ ビ リテー シ ョン病院での体験学習は、平

成20年 度 も同様 に実施す る予定で ある。「体験学習

プ ログラム ー リハ ビ リテー シ ョン ・介護福祉 を理解

す るた めに」をコーデ ィネー トした立場 として、来

年度は実際 に引率 した経験 を生か し、学生 に何 を感

じて ほ しいか、を十分に考えてい きたい。また、医

療人GPに よる補助金 は平成20年 度 までで一旦終

了す るた め、そ の後 どのよ うに展 開 してい くかな ど、

まだまだ検討 していかなければな らない点 も多 い。

それで も、今 回の学生の感想 、態度 を見 ると、患者

の気持 ちを理解 し、人 に優 しい薬剤師 を育 てるため

に、様 々な先生方 、大 学のサポー トを仰 ぎなが ら、

継 続 してい かなけれ ばな らない と強 く感 じてい る。

教員 自身の成長のた めにも、必要 ではないか と感 じ

てい るこ とを追加 して、報告 を終わ りとす る。
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